
◆日時：2020年9月12日（土）14：00～16：00
◆会場：川崎能楽堂

◆定員：調整中（先着順）
◆料金：無料

＊第120回川崎市定期能チケットご購入者が対象となります。　＊受講をご希望の方にはチケットご購入の際に整理券をお渡しいたします。

定期能をより楽しむための事前講座 演目や能について能楽師が実演つきでわかりやすく解説します。
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能「富士太鼓」 
鵜澤久・鵜澤光
（撮影：前島写真店）

主催 公益財団法人 川崎市文化財団　〒212-8554 川崎市幸区大宮町1310 ミューザ川崎セントラルタワー5階　TEL.044-272-7366  FAX.044-544-9647
後援 「音楽のまち・かわさき」推進協議会
＊開演後はご入場いただけない場合がございます。また、新型コロナウイルスの影響により、日時・内容等変更になる場合がございますので予めご了承ください。

【チケット発売日】
2020年8月28日（金）午前9時より川崎能楽堂 電話にて発売（初日は電話のみ。先着順） ＊残券があれば、翌日以降に川崎能楽堂窓口でも販売いたします。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、販売方法が例年と異なりますので予めご了承ください。 ※販売座席につきましては、8月上旬を目途に決定いたします。
※回線混雑の為電話が繋がるまでにお時間をいただく場合がございます。また、ホームページでの販売は行いません。

【チケット取扱・お問合わせ】
川崎能楽堂 TEL.044-222-7995 川崎市川崎区日進町1-37  窓口・電話 9：00～17：00（水曜定休日）
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2020年9月21日（月・祝）　会場：川崎能楽堂
入場料：各部 4,000円（全席指定）

3,000円U25 ※脇正面、中正面エリアのみ選択可。25歳以下の方。
　購入時に生年月日のわかる身分証明書をお持ちください。

第120回

川崎市定期能

能「女郎花」 浅見真州
（撮影：吉越スタジオ）

◆講師：鵜澤　久（観世流銕仙会・シテ方） 
　　　  鵜澤　光（観世流銕仙会・シテ方）

中野顕正
（日本女子大学学術研究員）
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川崎能楽堂
〒210-0024 川崎市川崎区日進町1-37
TEL.044-222-7995　FAX.044-222-1995

JR川崎駅東口より徒歩5分

次回公演のお知らせ
第12回 狂言全集
日時：2020年10月17日（土）14：00開演
演目：「二人大名」 山本則俊
　　  「栗　　焼」 山本則重
　　  「船 渡 聟」 山本東次郎
チケット発売日：9月11日（金）より川崎能楽堂にて
　　　　　　 発売予定（先着順）

第121回 川崎市定期能
～観世流梅若会～
日時：2020年12月12日（土）
演目：【第1部】 能 「橋 弁 慶」 角当行雄（予定）
　　  【第2部】 能 「夜討曽我」 梅若 実（予定）
※日時、内容等変更になる場合がございます。
　予めご了承ください。
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■アクセス（JR川崎駅まで）品川駅より 約9分 横浜駅より 約8分
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。
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が
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で
叱
り
に
行
き
ま
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に
着
い
た
主
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は
次
郎

冠
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を
呼
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せ
ま
す
が
、主
人
の
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せ
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わ
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ワ
キ
）が
、宮
中
の
管
弦
の
催
し
に
お
け
る
太
鼓

の
役
を
め
ぐ
っ
て
浅
間
と
富
士
と
い
う
楽
人
同
士
が
争
い
、富
士
が
殺
害
さ

れ
た
と
語
り
ま
す
。そ
こ
へ
不
吉
な
夢
を
見
て
夫
の
身
を
案
じ
た
富
士
の
妻

（
シ
テ
）と
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の
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士
の
死
を
伝
え
、形
見
で
あ
る
装
束
を
渡
し
ま
す
。嘆
き
悲
し
む
妻
は
そ

れ
を
身
に
着
け
、狂
乱
し
、娘
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も
ど
も
太
鼓
こ
そ
が
夫
の
敵
だ
と
太
鼓
を

打
ち
鳴
ら
し
ま
す
。や
が
て
妻
へ
夫
の
霊
が
乗
り
移
り〝
楽
〞の
舞
を
舞
い
ま

す
。狂
乱
の
心
が
静
ま
る
と
装
束
を
脱
ぎ
捨
て
、太
鼓
こ
そ
亡
き
夫
の
形
見

で
あ
る
と
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つ
め
、娘
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故
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っ
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ま
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。
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現
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い
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、夫（
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を
着
る
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と
に
よ
っ
て
、亡
く
な
っ
た
夫
の
霊
が
富
士
の
妻（
シ
テ
）に
乗
り
移

り
、（「
富
士
が
幽
霊
来
る
と
み
え
て
…
。」）少
し
狂
い
の
態
に
な
っ
た
り
、常
態
に

戻
っ
た
り
と
、〝
楽
〞の
舞
が
変
化
し
ま
す
。ま
さ
に〝
ゆ
め
〞、〝
う
つ
つ
〞と
な
る
さ

ま
を
表
現
し
て
い
ま
す
。亡
き
夫
の
得
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と
し
た
太
鼓
を
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鳴
ら
し
つ
つ
、舞
っ
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と
い
う
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味
で
シ
テ
は
太
鼓
の
撥
を
ず
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と
持
っ
た
ま
ま
で
舞
い
ま
す
。
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